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特集　山あげ祭………………………
善意の寄附続々と……………………
子育て支援事業が再開………………
インフォメーション…………………
国体リハーサル大会開催……………

～新型コロナウイルス感染症拡大防止のお願い～
感染症対策への意識をもう一度、一人ひとりが感染対策を!!
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マイボ
トル

マイバッグ

山
あ
げ

山
あ
げ
祭祭

２
年
ぶ
り
に
開

　

２
年
ぶ
り
に
開
催催

　
「
山
あ
げ
祭
」
が
7
月　

日（
金
・
祝
）

２３

〜　

日
掌

の
3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

２５

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
戦
後
初
の
中
止

と
な
っ
た
山
あ
げ
祭
。
1
年
以
上
の

準
備
期
間
を
経
て
2
年
ぶ
り
に
開
催

（
当
番
町
：
日
野
町
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
市
民
や
祭
に
携

わ
る
人
、
観
光
客
の
安
全
・
安
心
を

第
一
に
考
え
、
無
観
客
、
か
つ
、
例

年
よ
り
も
公
演
数
や
移
動
距
離
を
減

ら
す
と
い
っ
た
感
染
症
対
策
を
講
じ
、

「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
の
継
承
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
予
定
し
て
い
た

公
演
を
す
べ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
4
6
0
年
以
上
の

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
山
あ
げ
祭
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。
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「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
は
、
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
全
国
の
「
山
・
鉾
・
屋
台

行
事
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
の
山
あ
げ
祭
は
、
後
継
者
に
引
き

継
ぐ
た
め
の
「
文
化
の
継
承
」
を
目
的
と
し

て
「
無
観
客
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
奉
納
余

興
で
あ
る
公
演
数
は
例
年
よ
り
3
割
程
度
減

ら
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
や
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
と
い
っ
た
観
光
誘
客
は
行

わ
ず
、
動
画
を
市
公
式
観
光
Y
o
u
T
u
b

e
「
な
す
か
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
配
信
す
る

な
ど
新
し
い
試
み
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

公
演
会
場
で
は
、
市
職
員
の
ほ
か
、
市
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
J
A
な
す

南
（
中
山
正
樹
代
表
理
事
組
合
長
）
の
職
員
ら
の
協

力
に
よ
り
、
観
覧
自
粛
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
山
あ
げ
祭
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
、
祭
関
係
者
の
祭
典
前
2
週
間
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
と
も
に
、
当
番
町
若
衆

を
は
じ
め
関
係
者
ら
約
3
7
0
人
を
対
象
に

P
C
R
検
査
を
行
い
、
感
染
症
拡
大
防
止
の

対
策
を
徹
底
し
て
祭
に
臨
み
ま
し
た
。

文
化
継
承
の
た
め
の
実
施

　

今
年
の
主
芸
題
は
、
山
あ
げ
祭
の
芸
題
で

披
露
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い
「 
吉  
野  
山 

よ
し 
の 
や
ま 
狐 

き
つ
ね 
忠 ただ

 
信 
」。
姿
が
変
わ
っ
て
も
、 
逢 
い
た
い
と
願

の
ぶ 

あ

主
芸
題
は「
吉
野
山
狐
忠
信
」

①屋台を巡行する若衆　②若衆を鼓舞するお囃子　③指揮をとる木頭　④笠揃で披露された「子宝
三番叟」　⑤華麗な舞　⑥台車で運ばれた出御の神輿　⑦邪気を払う金棒曳き　⑧次の公演会場へ

⑥̝ 

⑦̝ ⑧̝ 

①̝ 

②̝ ③̝ 

④̝ 

⑤̝ 
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日（
木
・
祝
）に
は
、
日
野
町
で
「 
笠 かさ 
揃 
」

ぞ
ろ
え

22
と
い
わ
れ
る
宵
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後

4
時　

分
か
ら
は
、
日
野
町
会
所
前
で
「
会

30

所
開
き
」
が
行
わ
れ
、
黒
須
正
明
筆
頭
世
話

人
や
黒
須
正
一
自
治
会
長
を
は
じ
め
関
係
者

な
ど
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
木
頭
や
各
主

任
、 
金  
棒  
曳 
き
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

か
な 
ぼ
う 
ひ

　

会
所
開
き
が
終
わ
る
と
、
5
人
の
金
棒
曳

き
を
先
頭
に
、
若
衆
や
関
係
者
た
ち
が
屋
台

を
引
い
て
日
野
町
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
宵

祭
の
公
演
場
所
へ
到
着
し
た
若
衆
た
ち
は
、

道
具
類
を
配
置
し
、
木
頭
の
拍
子
木
を
合
図

に
山
を
あ
げ
ま
し
た
。
午
後
7
時
か
ら
の

「
笠
揃
」
で
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
山

の
前
で
烏
山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会
に
よ

山
あ
げ
祭
が
始
ま
る

う
狐
の
親
子
愛
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

〇
「
吉
野
山
狐
忠
信
」
の
あ
ら
す
じ

　

兄
頼
朝
と
不
仲
に
な
っ
た
義
経
は
、
今
は

吉
野
山
に
か
く
ま
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
都

で
義
経
と
別
れ
た 
静 

し
ず
か 
御  
前 
は
、
義
経
の
後
を

ご 
ぜ
ん

慕
っ
て
桜
が
満
開
の
吉
野
山
ま
で
や
っ
て
き

た
。
供
を
す
る
の
は
義
経
の
家
臣 
佐  
藤  
忠  
信 

さ 
と
う 
た
だ 
の
ぶ

た
だ
一
人
。
し
か
し
、
そ
の
忠
信
を
も
見
失

い
、
静
は
淋
し
さ
の
あ
ま
り
義
経
と
の
別
れ

の
際
に
手
渡
さ
れ
た
「
初
音
の
鼓
」
を
打
ち

始
め
る
。
す
る
と
、
春
風
に
誘
わ
れ
る
よ
う

に
い
ず
く
と
も
知
れ
ず
子
狐
が
現
れ
…
。

　

実
は
、
こ
の
狐
は
初
音
の
鼓
に
使
わ
れ
た

雌
狐
と
雄
狐
の
子
で
あ
っ
た
。
忠
信
の
姿
に

化
け
て
鼓
を
持
つ
静
御
前
を
守
護
し
て
い
く
。

①̝ 
②̝ ③̝ 

④̝ 

⑤̝ ⑥̝ 

⑨̝ ᶌ̝ 

⑧̝ ⑦̝ 
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2
年
ぶ
り
に
各
町
で
山
が
あ
が
る

　

本
番
初
日
と
な
っ
た　

日（
金
・
祝
）午
前
6

23

時
に
は
、
八
雲
神
社
か
ら 
神  
輿 
を
担
ぎ
出
し
、

み 
こ
し

仲
町
十
文
字
の 
御  
仮  
殿 
に
神
輿
を
奉
還
す
る

お 
か
り 
や

「 
出 

し
ゅ
つ 
御 
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
で
は
、

ぎ
ょ

当
番
町
の
若
衆
ら
が
神
輿
を
担
い
で
当
番
町

内
を
巡
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
感
染
症

対
策
と
し
て
担
ぎ
手
を
最
小
限
と
す
る
た
め
、

神
輿
を
台
車
に
乗
せ
て
移
動
し
ま
し
た
。
こ

の
台
車
は
、
黒
須
筆
頭
世
話
人
が
設
計
・
作

製
し
ま
し
た
。

　

午
前
9
時
か
ら
は
、
最
初
に
神
様
に
山
あ

げ
行
事
を
奉
納
す
る
「 
天  
王  
建 
」
が
御
仮
殿

て
ん 
の
う 
だ
て

前
で
行
わ
れ
、「
吉
野
山
狐
忠
信
」
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
当
番
町
以
外
の
町

で
余
興
を
す
る「
訪
問
」が
各
町
で
行
わ
れ
、

こ
の
日
は
、
金
井
町
、
元
田
町
、
鍛
冶
町
で

訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇

　
　

日
松

に
は
、
午
前
6
時
か
ら
再
来
年
の

24
当
番
町
で
あ
る
金
井
町
の
若
衆
た
ち
が
御
仮

殿
か
ら
神
輿
を
担
ぎ
出
し
、
6
町
に
屋
敷
町

を
含
め
た
7
町
を
巡
回
す
る
「 
渡  
御 
」
が
行

と 
ぎ
ょ

わ
れ
ま
し
た
。
先
頭
は
、
触
れ
太
鼓
、
続
い

て
赤
面
の
天
狗
と
青
面
の
か
ら
す
天
狗
、
神

輿
と
続
い
て
町
を
練
り
歩
き
、
再
び
神
輿
が

御
仮
殿
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

余
興
は
、
前
日
に
引
き
続
き
泉
町
と
仲
町

で
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
5
時
過
ぎ

①他町への訪問　②迫真の演技　③踊り
子が渡る橋をかける　④人力で舞台装置
をせり上げる　⑤地車を引く若衆　⑥義
経を探しに旅に出る静御前　⑦̝ 観覧自粛
を促す市職員　⑧手際よく山の絵を運ぶ
若衆　⑨̝ YouTube用の動画を撮影する
様子　ᶌ̝ 「初音の鼓」を打つと現れた子
狐　ᶍ̝ ガマに乗って如月（滝夜叉姫）が
登場　ᶎ̝ 御拝と舞台を寄せる若衆　ᶏ̝ 忠
信の姿に化けた狐　ᶐ̝ 青空に映える大山
ᶑ̝ 花吹雪が舞った日野町での公演　ᶒ̝ 夜
の公演（将門）での大立ち回り　ᶓ̝ 渡御
で露払いをしながら練り歩く天狗

ᶍ̝ 

ᶎ̝ 

ᶏ̝ 

ᶐ̝ 

ᶑ̝ 

ᶒ̝ 

ᶓ̝ 

り
「 
子 こ 
宝 

だ
か
ら 
三  
番  
叟 
」
と
今
年
の
主
芸
題
で
あ

さ
ん 

ば 
そ
う

る
「
吉
野
山
狐
忠
信
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
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最
終
日
と
な
っ
た　

日
掌

は
、
日
野
町
で

25

「
吉
野
山
狐
忠
信
」
と
「
将
門
」
が
上
演
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
太
陽
が
強
く
照
り

つ
け
厳
し
い
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
野

町
若
衆
た
ち
は
暑
さ
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
、

舞
台
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
5
時　

分
か
ら
は
、
来
年
の
当
番
町

20

で
あ
る
元
田
町
に
よ
り
、
御
仮
殿
か
ら
八
雲

神
社
に
神
輿
で
神
様
を
還
す
「 
還  
御 
」
が
行

か
ん 
ぎ
ょ

わ
れ
ま
し
た
。
午
後
6
時
か
ら
は
、
元
田
町

以
外
の
5
町
に
よ
り
、
お 
囃  
子 
の
リ
ズ
ム
の

は
や 
し

良
さ
や
音
の
大
き
さ
、
力
強
さ
を
競
う
「
ぶ

ん
ぬ
き
」
が
八
雲
神
社
鳥
居
前
で
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
今
年
最
後
の
山
あ
げ

で
あ
る
「 
笠  
抜 
」
が
日
野
町
会
所
前
で
行
わ

か
さ 
ぬ
き

れ
、「 
関 
の 
扉 
」、「 
老  
松 
」
が
上
演
さ
れ
ま

せ
き 

と 

お
い 
ま
つ

し
た
。

　

夕
方
か
ら
続
く
元
田
町
若
衆
に
よ
る
「
還

御
」
の
神
輿
は
、
午
後　

時　

分
過
ぎ
に
お

10

30

宮
入
り
し
、
3
日
間
の
祭
り
に
幕
が
下
り
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
雨
に
よ
り

中
止
と
な
っ
た
公
演
は
な
く
、
全
行
程
を
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

祭
は
千
秋
楽
へ

①八雲神社鳥居前の「ぶんぬき」　②大山の立ち上げは迫力満点　③常磐津の皆さん　④「将
門」を演じる踊り子　⑤̝ 訪問先の若衆も手伝い山を設置　⑥YouTube配信の際に行われた開
演前の口上　⑦元田町による還御　⑧笠抜で披露された「関の扉」　⑨千秋楽の「老松」

①̝ ②̝ 

に
は
、
日
野
町
で
「
吉
野
山
狐
忠
信
」
が
行

わ
れ
、
公
演
前
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
9
時
か
ら
は
、
同
町
で
「 
将  
門 
」

ま
さ 
か
ど

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

⑦̝ 

⑥̝ 

⑨̝ 

⑧̝ 

⑤̝ 

③̝ 

④̝ 
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　今年の山あげ祭は、感染症対策のため無観客で行
われましたが、自宅などで祭を楽しんでもらえるよ
う、市では、市公式観光YouTube「なすからチャン
ネル」でライブ配信を行いました。
　配信したのは、24日松午後　時30分からの「吉野2
山狐忠信」、同日午後　時からの「将門」、25日掌午8
後　時からの「吉野山狐忠信」の　公演。市職員が2 3
司会進行を務める中、島崎健一市観光協会長が上演
前の準備の様子や演目、踊り子の動き、上演後の片
付けまで分かりやすく解説し、祭の臨場感や盛り上
がりが伝わる配信となりました。
　配信された　公演の内容は、現在も「なすから3
チャンネル」で視聴できますので、ぜひ、ご覧くだ
さい。

自宅で祭を楽しむために

YouTubeでライブ配信

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
中
の

島
崎
会
長
と
市
職
員

　「烏山の山あげ行事」の公演舞台の背景となるはり
か山の絵描きは、　回目の挑戦となる横山亘さん（中3
央　丁目）が担当しました。3

　主芸題の題名にもある「吉野山」は桜の名所。公
演開始直後の山には、色鮮やかな紅葉の様子が描か
れていますが、公演中に若衆が山を切り返すと、満
開の桜が姿を現します。
　「父が山描きをやっていたこともあり、子どもの
頃山あげ祭がとても楽しみだった。今の子どもたち
にも祭の楽しさ、おもしろさを知ってほしい」と笑
顔を見せる横山さん。遠くからでも見栄えが良いよ
う、複数の色を重ねるなど色づかいにこだわり、祭
直前まで絵を描き続けました。

はりか山の絵描き横山さん

大山などに満開の桜描く

は
り
か
山
に
絵
を
描
き
入
れ

る
横
山
さ
ん

　烏山高校では、地域社会で活躍する人材育成などを目指す地域学
習「烏山学」の一環で、　 月12日松、山あげ会館でユネスコ無形文6
化遺産に全国の「山・鉾・屋台行事」のひとつとして登録されてい
る「烏山の山あげ行事」の体験学習を行い、　 年生１３５人が参加1
しました。
　当日、生徒は、今年の当番町「日野町若衆団」の協力で、移動式
野外劇の舞台背景となる「山」をあげる作業を体験しました。竹を
ひもで結んで骨組みを組み立て、絵を固定したり、「前山」や「中山」
をあげたりと、表からは見えない舞台裏で繰り広げられる山あげの
伝統を体験しました。
　体験した佐藤義斗さん（向田）は、「竹をひもで結ぶ作業が難しく、
山をあげるときは緊張した。一日に何度も山をあげる若衆の皆さん
の体力がすごいと思った」と話し、鈴木優蘭さん（那珂川町）は、「山
をあげるのはすごく重くて支えるのが大変だった。みんなで息を合
わせて、声をかけながらやることが大切だと感じた。もっと山あげ
祭に関わってみたいと思った」と体験を振り返りました。力を合わせ、山をあげる生力を合わせ、山をあげる生徒徒

烏山高校の生徒が
「烏山の山あげ行事」
を体験

山あげ祭トピックス山あげ祭トピックス
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叙
B
A
Y
S
U
N
（
矢
野
智
久
代
表
取

締
役
）
と
叙
大
日
光
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
山
口
琢
也
代
表
取
締
役
社
長
）
が
大

容
量
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー

1
台
を
市
に
寄
附
し
ま
し
た
。

　

こ
の
製
品
は
、
叙
B
A
Y
S
U
N

が
開
発
し
、
本
市
に
工
場
が
あ
る
叙

大
日
光
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
生
産

し
て
い
る
も
の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
約　

台
分
を
充
電
で
き
る
容
量
が

20

あ
り
、
電
気
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー

を
再
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
に
善
意
の
寄
附
続
々
と

充
電
式
大
容
量
バ
ッ
テ
リ
ー
を
寄
附

　

7
月
2
日
晶

に
は
、
市
役
所
烏
山

庁
舎
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
山
口
琢

也
代
表
取
締
役
社
長
と
矢
野
智
久
代

表
取
締
役
が
川
俣
純
子
市
長
に
製
品

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

矢
野
代
表
取
締
役
は
、「
平
時
だ

け
で
な
く
災
害
な
ど
非
常
時
に
も
使

用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
山
口
代

表
取
締
役
社
長
は
、「
環
境
に
配
慮

し
生
産
し
た
こ
の
製
品
を
使
用
し
、

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
製
品
を
災
害
対
策

の
た
め
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

左から、山口代表取締役社長、矢野代表取締役左から、山口代表取締役社長、矢野代表取締役、、
川俣市川俣市長長

　

リ
ン
レ
イ
テ
ー
プ
叙
が
、
感
染
症

対
策
案
内
用
の
養
生
テ
ー
プ　

種
類

10

（
5
7
6
巻
）
と
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス

テ
ー
プ
2
種
類
（　

巻
）
を
市
に
寄
附

32

し
ま
し
た
。
同
社
か
ら
テ
ー
プ
が
寄

附
さ
れ
る
の
は
、
今
回
で
2
度
目
で

す
。

　

前
回
に
続
き
寄
附
さ
れ
た
養
生

テ
ー
プ
は
、
感
染
症
対
策
を
呼
び
か

け
る
言
葉
や
イ
ラ
ス
ト
が
プ
リ
ン
ト

さ
れ
て
い
て
、
床
や
壁
な
ど
に
貼
っ

て
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
新
た

に
寄
附
さ
れ
た
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス

テ
ー
プ
は
、
ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
と

い
っ
た
人
が
触
れ
る
場
所
に
貼
っ
て

使
用
し
ま
す
。

　

6
月　

日
昭

に
は
、
リ
ン
レ
イ

17

テ
ー
プ
叙
栃
木
工
場
で
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
こ
れ
ら
の
商
品
を
開
発
し
た

事
業
開
発
本
部
開
発
研
究
所
企
画
開

発
グ
ル
ー
プ
兼
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
室
の
毛
塚
結
菜
さ
ん
が
川
俣
純
子

市
長
に
テ
ー
プ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
プ
を
公

感
染
症
対
策
の
テ
ー
プ
を
寄
附

共
施
設
で
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
選

挙
の
際
に
も
活
用
す
る
予
定
で
す
。 贈呈式の様贈呈式の様子子

市消防団本部が礼式訓練
　　月　日掌に那須烏山消防署で市消防7 4
団本部の礼式訓練を行いました。
　これは、新型コロナウイルス感染症の
影響で中止となった市消防団夏季点検の
代替活動として行われたもので、本部役
員20人が過年度の点検映像を確認後、那
須烏山消防署員の指導のもと団旗入場や
服装点検の際の動き方を確認しました。
　また、当日は、市消防団各分団部でも消
防詰所や消防車両、消防資機材の点検が
行われ、有事の際の出動に備えました。

　

烏
山
高
校
の
地
域
課
題
解
決
型
キ
ャ

リ
ア
教
育
「
烏
山
学
＋
（
プ
ラ
ス
）」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
7
月　

日
昌

、
3

14

年
1
組
の
生
徒　

人
が
福
田
製
紙
所
の

38

工
房
「
和
紙
の
里
」
で
卒
業
証
書
用
の

紙
を
す
く
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
市
の
伝
統
工
芸
で
あ
る

「
烏
山
和
紙
」
を
使
い
、
3
年
生
全
員

が
自
分
の
卒
業
証
書
を
す
く
と
い
う
烏

山
高
校
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
生

徒
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
道
具
に
苦
戦
し

な
が
ら
も
楽
し
げ
な
様
子
で
体
験
し
ま

し
た
。

　

体
験
し
た
石
田
陽
人
さ
ん
（
金
井
2
丁

目
）
は
、「
1
年
生
の
と
き
に
和
紙
す
き

を
知
り
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
と
思

い
楽
し
み
だ
っ
た
。
や
っ
て
み
る
と
重

く
て
難
し
く
、
細
か
い
作
業
が
大
変

だ
っ
た
。
自
慢
し
が
い
の
あ
る
地
域
の

魅
力
だ
と
思
う
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

烏
山
高
校
3
年
生
が

卒
業
証
書
用
の
和
紙
す
き
に
挑
戦

校章入りの和紙をすく高校生

訓練に取り組む本部役訓練に取り組む本部役員員
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資源ごみ分別ガイド資源ごみ分別ガイド
　市では、資源循環型社会の構築を目指し、廃棄物の「発生抑制・分別徹底による　Rの推進」に取り組んでいます。3
　回目の今回はビンの出し方です。ビンには「ワンウェイビン」と「リターナブルビン」の　種類があります。ワン3 2
ウェイビンは茶色、無色、その他の色に分けて「カレット」と呼ばれる状態まで細かく砕かれ、リサイクルされます。
※リターナブルビンについては、来月号でお知らせします。

【ビンの出し方】
・中身を使い切って水ですすいで乾かし、色ごとに分別して、
　収集日にコンテナに入れて出してください。
・ラベルは剥がさずそのまま出すことができます。
・割れたビンや汚れたビンも色ごとに出してください。
・キャップは素材ごとに分別してください。
　プラスチックキャップ：燃やすごみ
　金属キャップ：素材ごとにアルミ缶またはスチール缶

第3回【ビン】

那須烏山市ごみ分別アプリでも、ごみの分別
方法を確認できますので、ご活用ください。

《Android版》 《iPhone版》

〔注意事項〕
・無色のすりガラスビンは、無色ビンの日に出してください。
・ドレッシングや油のビン、化粧品のビンなども、フタをはずし、
中身を使い切って洗えばビンとして収集できます。
・ガラスビン（容器）以外のガラス製のコップ・花びんなどは、燃
やさないごみで出してください。
・タバコの吸い殻やごみなどの異物は入れないでください。
※劇薬・農薬のビンは処理できないため収集できません。販売店
などにご相談ください。

【各種ビンの見分け方】

茶色・無色以外のビン無色ビン茶色ビン種類

色

見分け方
（口元の色）

茶色 無色透明 青色、緑色、薄緑色、深緑色、薄水色など

薄緑色 薄水色深緑色

茶色・無色と紛らわしい色のビン

薄緑色 薄水色深緑色
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市
の
子
育
て
支
援
事
業
「
音
を
鳴
ら

し
て
あ
そ
ぼ
う
」
が
7
月　

日
晶

、
こ

16

ど
も
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
事
業
で
、
音
楽
療
法
士

の
資
格
を
持
つ
黒
須
千
鶴
先
生
を
講
師

に
迎
え
、
親
子
で
ギ
タ
ー
や
太
鼓
な
ど

色
々
な
楽
器
に
触
れ
て
音
を
出
し
て
み

た
り
、
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歌

を
歌
っ
た
り
す
る
人
気
の
事
業
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
事
業
を
中
止
し
て

「
音
を
鳴
ら
し
て
あ
そ
ぼ
う
」

子
育
て
支
援
事
業
を
再
開
し
ま
し
た
！

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
再
開
し
、

　

組
だ
っ
た
定
員
を
3
組
に
減
ら
す
な

15ど
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

久
々
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
親

子
連
れ
3
組
が
参
加
し
、
歌
や
楽
器
の

演
奏
に
加
え
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
手
遊

び
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
館
で
は
、
今
後
も
子
育
て
支

援
事
業
と
し
て
、
毎
月
の
「
管
理
栄
養

士
に
よ
る
お
話
」
の
ほ
か
、
奇
数
月
に

「
音
を
鳴
ら
し
て
あ
そ
ぼ
う
」、
偶
数

月
に
「
親
子
で
楽
し
く
ヨ
ガ
教
室
」
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

ギ
タ
ー
に
興
味
津
々
の
子
ど
も
た
ち

　

烏
山
中
の
2
年
生
が
浴
衣
の
着
付
け

を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
家
庭
科

の
授
業
の
一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

地
域
の
人
を
講
師
と
し
て
招
き
、
浴
衣

を
着
る
体
験
を
と
お
し
て
日
本
の
伝
統

文
化
を
学
ぼ
う
と
い
う
も
の
。

　

着
付
け
体
験
は
、
7
月　

日
捷

～　

12

14

日
昌

の
3
日
間
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
行
わ

れ
、　

日
昇

に
は
、
同
校
の
地
域
連
携

13

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
三
森
紀
子

さ
ん
（
中
央
2
丁
目
）
を
は
じ
め
と
す
る
市

民　

人
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

10

　

生
徒
は
、
下
前
の
位
置
の
合
わ
せ
方

中
学
生
が
浴
衣
の
着
付
け
体
験

地
域
住
民
か
ら
日
本
の
伝
統
文
化
学
ぶ

や
帯
の
締
め
方
と
い
っ
た
講
師
か
ら
の

説
明
を
も
と
に
、
時
に
は
生
徒
同
士
協

力
し
合
い
な
が
ら
浴
衣
を
着
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
着
付
け
後
は
、
自
身
が
着

て
い
た
浴
衣
の
た
た
み
方
も
学
び
ま
し

た
。

　

仁
野
平
華
音
さ
ん
（
谷
浅
見
）
は
、「
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
帯
の
結
び
方
が

難
し
か
っ
た
が
、
先
生
が
優
し
く
教
え

て
く
れ
た
の
で
う
ま
く
で
き
た
。
ま
た

自
分
で
浴
衣
を
着
て
み
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

講
師
に
教
わ
り
な
が
ら
浴
衣
を
着
る
生
徒

　

市
内
の
小
学
生
が
、
社
会
科
の
授
業

の
一
環
と
し
て
、
水
道
の
仕
組
み
と
飲

み
水
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
、
城
東
浄

水
場
や
烏
山
水
処
理
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
ま
し
た
。

水
の
大
切
さ
を
実
感
！

小
学
生
が
上
下
水
道
施
設
を
見
学

　

6
月　

日
昇

に
は
境
小
学
校
の
4
年

29

生　

人
が
、
6
月　

日
昌

に
は
烏
山
小

14

30

学
校
の
4
年
生　

人
が
、
7
月
1
日
昭

65

に
は
七
合
小
学
校
の
4
年
生　

人
が
両

22

施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

城
東
浄
水
場
で
は
、
市
職
員
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
機
械
設
備
を
見
学
し
、

安
全
で
大
量
の
水
が
で
き
る
ま
で
の
仕

組
み
や
大
変
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

烏
山
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
職

員
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
機
械
設

備
を
見
学
し
、
下
水
を
き
れ
い
に
し
て

再
利
用
す
る
仕
組
み
な
ど
水
の
循
環
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
た

ち
は
、
下
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

働
く
微
生
物
を
顕
微
鏡
で
興
味
深
げ
に

観
察
し
て
い
ま
し
た
。

①̝ ②̝ 

③̝ 
①城東浄水場の発電機室を見学する七合小の児童
②城東浄水場で水道水の塩素を確認する境小の児童
③烏山水処理センターで微生物を観察する烏山小の児童
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7
月
4
日
掌

、「
俳
句
こ
だ
ち
社（
最
東

峰
代
表
）」
の
設
立　

周
年
を
記
念
す
る

60

合
同
句
碑
の
除
幕
式
が
清
水
川
せ
せ
ら

ぎ
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

俳
句
こ
だ
ち
社
は
、
昭
和　

年
4
月

37

に
創
立
さ
れ
た
俳
句
結
社
で
、
結
成
以

降
欠
け
る
こ
と
な
く
俳
句
誌「
こ
だ
ち
」

を
発
刊
。「
山
あ
げ
俳
句
全
国
大
会
」を

は
じ
め
と
す
る
俳
句
行
事
を
主
催
す
る

な
ど
、
市
内
外
の
俳
壇
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
員
数
の

減
少
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
結
社
の
維

設
立　

周
年
の
感
謝
込
め

60
俳
句
こ
だ
ち
社
が
合
同
句
碑
を
建
立

持
が
困
難
と
な
り
、
設
立　

周
年
と
い

60

う
節
目
を
迎
え
た
今
年
3
月
で
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

　

合
同
句
碑
は
、　

年
間
の
結
社
の
歩

60

み
を
た
た
え
る
た
め
会
員
有
志
に
よ
り

計
画
さ
れ
、
現
会
員
の
選
り
す
ぐ
り
の

句
の
他
、
背
面
に
は
建
立
趣
意
が
記
さ

れ
て
い
て
、
会
の
活
動
を
支
え
た
人
々

へ
の
感
謝
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
員
の
ほ
か
、
川
俣
純
子

市
長
、
県
俳
句
作
家
協
会
長
な
ど
約　
20

名
が
参
列
し
、
長
年
に
わ
た
り
当
地
方

の
文
化
芸
術
振
興
に
尽
力
し
た
結
社

の
歴
史
に
思
い
を
偲
ば
せ
て
い
ま
し

た
。

　

6
月　

日
掌

、
馬
頭
高
校
で
開
か
れ

20

た
「
全
国
高
校
総
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競

技
」
の
県
予
選
会
で
、
烏
山
高
校
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
が
女
子
個
人
と
男
子
団
体

で
優
勝
し
、
8
月　

日
晶

～　

日
松

に

20

21

福
井
県
鯖
江
市
で
開
か
れ
る
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

女
子
個
人
は
3
年
の
屋
代
真
綾
さ
ん

（
鴻
野
山
）が
、
男
子
団
体
は
3
年
の
平
山

雄
大
さ
ん（
神
長
）、
佐
藤
秀
斗
さ
ん（
那
珂

川
町
）、
星
憲
太
さ
ん
（
那
珂
川
町
）、
小
堀

颯
さ
ん（
高
根
沢
町
）が
出
場
。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
へ
の
出
場
は
、全
員
初
め
て
で
す
。

烏
山
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
！

〇
不
整
合
と
は
、
あ
る 
堆  
積 
作
用
で

た
い 
せ
き

地
層
が
で
き
た
後
に
環
境
が
変
わ
り
、

地
層
の
上
に
堆
積
や
侵
食
が
起
こ
っ

て
、
連
続
し
た
地
層
が
途
切
れ
た
後

に
地
層
が
で
き
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

こ
の
新
旧
の
地
層
に
は
か
な
り
大
き

な
時
間
の
差
が
あ
り
ま
す
。

〇
森
田
の
不
整
合
は
、 
陸  
成  
層 
（
陸
地

り
く 
せ
い 
そ
う

で
形
成
さ
れ
た
層
）
か
ら 
海  
成  
層 
（
海
で
形

か
い 
せ
い 
そ
う

成
さ
れ
た
層
）へ
と
、
堆
積
の
環
境
が
切

り
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
2

つ
の
層
の
間
に
は
約
2
0
0
万
年
も

の
時
間
が
空
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
海
成
層
が 
海  
進 
（
海
面
が
陸
地
に
対

か
い 
し
ん

し
て
上
昇
し
て
い
く
）
の
始
ま
り
を
意
味

し
て
お
り
、
転
石
の
中
に
貝
化
石
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

森
田
の 
不  
整  
合 

ふ 
せ
い 
ご
う

〇
そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
、
森
田
の

不
整
合
は
、
不
整
合
面
（
新
旧
の
層
の
境

界
）
と
な
る
上
の
層
と
連
続
し
て
い

る 
基  
底  
礫 
の
特
定
が
困
難
、
と
い
う

き 
て
い 
れ
き

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
森
田
の
場

合
、
不
整
合
面
と
思
わ
れ
る
部
分
の

近
く
に 
礫 
の
層
が
複
数
あ
り
、
こ
れ

れ
き

は
海
進
・
海
退
を
繰
り
返
し
た
た
め

と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、

基
底
礫
の
特
定
が
難
し
い
森
田
の
不

整
合
は
、
年
代
的
に
幅
が
あ
り
ま
す
。

↑
貝
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
石

除幕式の様除幕式の様子子

　

屋
代
さ
ん
は
、「
よ
り
練
習
に
力
を

入
れ
て
、
大
会
当
日
は
自
信
を
持
っ
て

打
ち
た
い
」
と
話
し
、
団
体
出
場
の
4

人
は
、「
チ
ー
ム
仲
の
良
さ
を
活
か
し
、

団
体
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

上／屋代さん
下／左から、星さん、
平山さん、佐藤さん、
小堀さん
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皆
さ
ん
、
今
月
の
「
広
報
な
す

か
ら
す
や
ま
」
に
つ
い
て
、
い
つ

も
と
違
う
点
に
お
気
づ
き
で
す

か
？
・
・
・
そ
う
で
す
！
今
月
号

は
、
全
ペ
ー
ジ
が
カ
ラ
ー
印
刷

と
な
っ
て
い
ま
す
！

　

先
月
、
山
あ
げ
祭
が
2
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
感
染
症
対
策
に

よ
り
無
観
客
。
そ
の
た
め
、
山
あ
げ
祭
の

様
子
を
写
真
な
ど
で
よ
り
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
、
カ
ラ
ー
印
刷

と
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い 

　

早
く
こ
の
状
況
が
落
ち
着
い
て
、
来
年

は
み
ん
な
で
山
あ
げ
祭
が
見
ら
れ
る
と
良

い
で
す
ね
。

　

例
年
、
夕
立
に
見
舞
わ
れ
る
山
あ
げ
祭

で
す
が
、
今
年
は
雨
も
降
ら
ず
、
好
天
が

続
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
か
、

連
日
撮
影
を
し
て
い
た
私
の
腕
は
、
過
去

最
高
レ
ベ
ル
で
こ
ん
が
り
良
い
色
に
。
し

ば
ら
く
は
、
み
ん
な
か
ら
「
焼
け
た
ね
！
」

と
言
わ
れ
る
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
8
月
に
な
り
夏
本
番
と
い
う
こ

と
で
、
そ
ろ
そ
ろ
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
も
始
め

ま
し
ょ
う
か
ね
。・
・
・
え
？
始
め
る
の
が

遅
い
っ
て
？
い
や
い
や
、
人
生
に
遅
す
ぎ

る
こ
と
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。
焦
ら
ず
行

き
ま
し
ょ
う
。
と
い
う
こ
と
で
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
明
日
か
ら　
!!

　
（
果
た
し
て
、
み
ん
な
か
ら
「
や
せ
た

ね
！
」
と
言
わ
れ
る
日
は
来
る
の
で
し
ょ

う
か
。）

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

小　

口　
 
玄 　
 
翔 （
倫
幸
・ 
梓 
）志　
　

鳥

は
る 

と

塚　

原　
　
　
 
蓮 （
啓
太
・ 
瞳 
）城　
　

東

れ
ん

舩　

山　
 
陽 　
 
依 （
知
之
・
麻
衣
）熊　
　

田

ひ 

よ
り

荒　

井　
 
友 　
 
杜 （
成
美
・
芳
美
）向　
　

田

ゆ
う 

と

本　

多　
 
希 　
 
羽 （
陽
一
・
未
希
）中
央
1
丁
目

の
の 

は

小　

山　
 
陽 　
 
煌 （
博
文
・
絢
香
）金
井
1
丁
目

は
る 

き

澤　

村　
 
日  
奈  
詩 （
敏
行
・
絵
美
）上　
　

境

ひ 

な 

た

央
奈
（
白
堊
会
空
手
道
）

●
第　

回
関
東
空
手
道
選
手
権
大
会
（
6
月　

52

26

日
松
、　

日
掌
、
県
南
体
育
館
）

27

［
成
年
女
子
組
手
軽
量
級
］
▽
第
3
位
：
生

魚
瑠
那
（
白
堊
会
空
手
道
）

●
第　

回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
6
月　

43

16

日
昌
、　

日
昭
、　

日
昌
、
烏
山
運
動
公
園
）

17

23

［
男
子
］
▽
優
勝
：
野
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
▽
準
優
勝
：
下
境
・
小
原
沢
▽
第
3

位
：
城
東
ク
ラ
ブ

　一般財団法人自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業と
して、集会施設やコミュニティ活動備品の整備に対して助成を行い、
地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会
の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するための「コミュニティ助
成事業」を行っています。
　今回は、コミュニティ助成事業のメニューのうち「一般コミュニ
ティ助成事業」を活用し、志鳥地区自治会で、
エアコン、照明器具、テレビ、レコーダー、
音響設備テーブル、イス、移動ボードなどを
整備しました。
■問合　まちづくり課　緯0287－83－1151

令和　年度コミュニティ助成事業報告3

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

久保居光一郎議長ご逝去
　久保居光一郎市議会議長が令和　年　月　日に3 7 2
ご逝去されました。
　久保居議長は、平成18年の初当選以来、　 期に4
わたり市政の発展に貢献され、正副議長をはじめ、
経済建設常任委員長などの役職を歴任されました。
ここに謹んでご冥福をお祈りいたします。

●
第　

回
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道

17

交
流
大
会
（
6
月
6
日
掌
、
氏
家
体
育
館
）

［
小
学
6
年
女
子
組
手
］
▽
準
優
勝
：
小
森

陽
望
（
白
堊
会
空
手
道
）
▽
第
3
位
：
荒
井
萌
維

（
白
堊
会
空
手
道
）

［
小
学
5
年
男
子
組
手
］
▽
第
3
位
：
荒
井

斗
真
（
白
堊
会
空
手
道
）・
齋
藤
陽
（
白
堊
会
空
手
道
）

［
小
学
5
年
女
子
組
手
］
▽
第
3
位
：
大
輪

咲
奈
（
白
堊
会
空
手
道
）

［
中
学
生
女
子
組
手
］
▽
第
3
位
：
大
輪
莉

●
行
政
相
談
委
員
の
表
彰

▽
栃
木
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所

長
感
謝
状
：
樋
山
隆

●
栃
木
県
農
業
会
議
会
長
表
彰

▽
塩
野
哲
男
（
元
農
業
委
員
）

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

鈴
木
幸
久
様
（
静
岡
県
三
島
市
）、
竹
内
和
樹

様
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）、
蒲
生
幸
恵
様
（
広
島
県
福

山
市
）、
星
巧
弥
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）、
庄
司
沙

織
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）、
谷
本
忠
彦
様
（
千
葉

県
茂
原
市
）
か
ら
1
万
円
、
町
田
正
様
（
栃
木
県

小
山
市
）
か
ら
1
0
0
万
円
、
匿
名
希
望
者
様

　

人
か
ら　

万
4
千
円
が
本
市
に
寄
附
さ

37

65

れ
ま
し
た
。



★図書館HPから新着図書が検索できます。★
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南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
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2021.7.1現在
（　）対前月比

※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,177 女
死亡
転出

12,296

人口 24,473（－51）

世帯数 9,160

36
43

8
20

広報なすからすやま ２０２1.813

　　広告掲載募集中
　市では、「広報お知らせ版」・
「広報なすからすやま」・
「市ホームページ」の有料広告を募集しています。
　掲載基準などの詳細は、市ホームページで確認す
るか、下記あてにお問い合わせください。
■総合政策課広報広聴グループ　緯0287－83－1112

★一般図書★
『失敗を語ろう。』　　　　  辻　庸介
『365日でわかる日本史』 八幡　和郎
『スマホで防災』　　　宮下　由多加
『重曹＆お酢』　　　　　岩尾　明子
『食と農のプチ起業』　　　小野　淳
『美女の魔界退治』　　　林　真理子
『南の風に誘われて』　　　椎名　誠
『医学のつばさ』　　　　　海堂　尊
『パンダより恋が苦手な私たち』

瀬那　和章
★児童図書★

『地球一周！世界の国ぐに大図鑑』
アンドレア　ミルズ

『10歳からの図解でわかるＳＤＧｓ』
平本　督太郎

『もやもやラボ』　　　　シオリーヌ
『すごい四字熟語』　　　柳生　好之

『友だちは図書館のゆうれい』
草野　あきこ

『先生、感想文、書けません！』
山本　悦子

『せんろをまもる！ドクターイエロー』
鎌田　歩

『お化けの猛暑日』　　　　川端　誠
★ＤＶＤ★

『糸』　　　　　　　瀬々　敬久監督
『いのちのスケッチ』瀬木　直貴監督
『きみの瞳が問いかけている』
『星の子』　　　　　大森　立嗣監督
『宇宙でいちばんあかるい屋根』

藤井　道人監督
『この世界のさらにいくつもの片隅に』

片渕　須直監督
『ベラのワンダフル・ホーム』
チャールズ・マーティン・スミス監督

俳　

句

水
野　

信
一
選

袖
ま
く
り
我
の
出
番
と
梅
を
漬
く

平
澤
フ
サ
子（
金　

井
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
子
に
守
ら
る
る
年
と
な
り

塩
野
目
洋
子（
初　

音
）

白
百
合
の
残
り
香 
愛 
し 
妣 
の
部
屋

か
な 

は
は

三
森　

純
子（
中　

央
）

細
道
を
辿
れ
ば
凜
と 
杜
若 

か
き
つ
ば
た

三
保
谷
イ
ツ（
金　

井
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

子
供
等
の
声
も
聞
こ
え
ぬ
過
疎
の
町

石
川　

義
郎（
興　

野
）

笑
顔
で
す
暮
ら
し
支
え
る
小
商
い

森　
　
　

豊（
中　

山
）

繁
盛
の
昔
を
語
る
城
下
町

小
堀　

翆
泉（
中　

央
）

再
開
と
赤
字
覚
悟
の
夜
の
街

川
上
美
智
男（
大　

里
）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

こ
れ
ま
で
の
普
通
の 
生
活 
の
あ
り
が
た
さ
コ
ロ
ナ
禍

く
ら
し

の
今
し
み
じ
み
思
う　
　
　

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

あ
れ
程
に
詐
欺
に
注
意
と
言
わ
れ
て
も
泣
き
を
見
る

人
今
日
も
ニ
ュ
ー
ス
に　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

二
週
間
の
自
主
隔
離
終
え
母
に
会
う
十
六
か
月
ぶ
り

の
ふ
る
さ
と　
　
　
　
　
　

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

さ
く
ら
ん
ぼ
山
形
生
ま
れ
の
友
か
ら
の
お
す
そ
分
け

な
り
初
夏
を
楽
し
む　
　
　

平
野
フ
ミ
子（
向　

田
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・自賠責・火災（地震）
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・積立
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・自賠責・火災（地震）
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・積立
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・火災・企業賠責（サイバー） 他
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・ガン保険 他
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234
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高校生によるまちづくり
「地域カラッとクラブ」結成！

　

本
市
で
は
、
高
校
生
が
地
域
を
知
り
、
愛
着
を
高
め
る

こ
と
で
地
域
へ
の
定
着
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
今

年
度
か
ら
2
年
間
、
県
の
「
と
ち
ぎ
高
校
生
地
域
定
着
促

進
モ
デ
ル
事
業
」
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
、
N
P
O
法
人

ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
（
高
橋
誠
一
代
表
）
に
委
託
。
7
月　

日
16

晶

に
金
井
2
丁
目
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「
ぷ
ら
っ

と
」
で
行
わ
れ
た
1
回
目
の
活
動
に
は
、
市
内
外
の
高
校

生　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

10

　

こ
の
日
は
、
活
動
目
的
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
リ
ー
ダ
ー
や
チ
ー
ム
名
を
決
定
し
ま
し
た
。
高
校
生

の
案
で
誕
生
し
た
チ
ー
ム
名
「
地
域
カ
ラ
ッ
と
ク
ラ
ブ
」

は
、
人
口
減
少
で
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
る
那
須
烏
山
市

を
私
た
ち
の
活
動
に
よ
っ
て
元
気
に
し
た
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
烏
山
高
2
年
の
青
木
佳
祐
さ
ん

（
城
東
）
は
、「
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
烏
山
学
と
、
こ
の

活
動
の
繋
が
り
を
作
り
、
ど
ち
ら
の
活
動
も
よ
り
良
い
も

の
に
な
れ
ば
良
い
と
思
う
。
地
域
に
つ
い
て
知
り
、
課
題

を
み
ん
な
で
解
決
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

熱心に話し合いを行う高校生ら

①̝ 

②̝ ③̝ 

◀リハーサル大会
　ホームページ

④̝ ⑤̝ 

国
体
に
向
け
、リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で　

人
が
熱
い
戦
い

100

①横一列で的を狙う選手たち
②烏山高の佐藤選手による選手宣誓
③的を狙う表情は真剣そのもの
④チームで勝利を狙う栃木県成年女子選手
⑤烏山高の星選手（右）と平山選手（左）

　

7
月　

日
松

、　

日
掌

に
、
緑
地
運
動
公
園
多
目
的
競
技
場
で
「
第　

回
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
記
念
大

10

11

28

会
（
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
平

成
5
年
に
栃
木
県
で
開
か
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
記
念
と
し
て
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
の
振
興
と
団

体
戦
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
来
年
の
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
る
競
技
会
で
す
。

　

大
会
に
は
、
本
県
・
本
市
を
含
む
関
東
甲
信
越
の
高
校
生
お
よ
び
成
年
の
選
手
約
1
0
0
人
が
2

日
間
に
わ
た
っ
て
集
い
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
個
人
で
は
少
年
男
子
の
部
で
平
山
雄
大
選
手
（
烏
山
高
校
）
が
4
位
、
成
年
男
子
の

部
で
栃
木
県
の
選
手
が
2
位
、
成
年
女
子
の
部
で
栃
木
県
の
選
手
が
2
位
、
3
位
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
団
体
で
は
、
少
年
男
子
の
部
で
烏
山
高
校
が
3
位
、
成
年
女
子
の
部
で
栃
木
県
成
年
女
子
の

チ
ー
ム
が
2
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
両
日
と
も
に
無
観
客
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

気
温
以
上
に
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
な
ど
詳
細
は
、
下
記
画
像
を
読
み
込

み
、
本
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


